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系統解剖屍体 17 体 20 肘，平均年齢 85.6 歳（66－97 歳）を用いた．肘関節に明らかな変形，手
術痕，著明な拘縮を認めたものは除外した．肘関節外側に皮切を加え，外側側副靭帯や輪状靭帯
を温存しながら小頭部前方へ到達し，小頭中央部かつ上腕骨軸に対し前方尾側 45 度の位置をドリ







で上腕骨軸に対し 360 度表記（前方を 0～180 度，後方を 0～－180 度）し，肘関節角度と対応さ
せることで小頭部の超音波長軸走査による可視範囲を求めた． 
【結果】 
超音波前方走査において C 点が橈骨頭によって覆われた際の肘関節屈曲角度は平均 24 度，後方
走査では平均 102 度であった．前方からの肉眼観察にて C 点が橈骨頭で覆われた際の肘関節屈曲
角度は平均 22 度，後方からの観察では 103 度であった．超音波前方走査と前方からの肉眼観察
の ICC は 0.839，後方走査と後方肉眼観察の ICC は 0.831 であった． 
C 点は前述の小頭の 360 度表記では 45 度の位置に存在する．前方長軸走査にて C 点が肘関節屈




同様に超音波後方長軸走査において C 点が肘関節屈曲 102 度で橈骨頭によって覆われたことは，
言い換えると肘関節屈曲 102 度における小頭の可視範囲は 45 度から残りの遠位後方部分である
ということになる．これを一般化すると，超音波後方長軸走査における小頭の可視範囲は [（肘
関節屈曲角度）－57] 度から残りの遠位後方部分であるといえる． 
また橈骨頭は肘関節屈曲 24～102 度の間（78 度分）において C 点を覆っていた． 
【結論】 







  論文審査の結果の要旨 
【目的】上腕骨小頭（小頭）離断性骨軟骨炎（OCD）は 10 代の野球選手に好発し，初期には症状に
乏しく，症状が出て病院を受診する頃には病態が進行しており手術が必要になることが多い．超音














360 度表記（前方を 0～180 度，後方を 0～－180 度）し，肘関節角度と対応させることで小頭部の
超音波長軸走査による可視範囲を考察した．【結果】超音波前方走査において C 点が橈骨頭によっ
て覆われた際の肘関節角度は平均 24 度，後方走査では平均 102 度であった．肉眼観察による計測
値はｴｺｰ計測値とほぼ一致していた．【考察および結論】C 点は前述の小頭の 360 度表記では 45 度
の位置に存在する．前方長軸走査にて C 点が肘関節屈曲 24 度で橈骨頭によって覆われたことは，
言い換えると肘関節屈曲 24 度における小頭の可視範囲は 45 度から残りの近位前方部分であるとい
うことになる．これを一般化すると，超音波前方長軸走査における小頭の可視範囲は [（肘関節屈
曲角度）＋21] 度から残りの近位前方部分であるといえる．同様に超音波後方長軸走査において C
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